
 

 ようやく、改装が終わりました！ 

 お待たせしました！『ちいさな絵本館』が完成しました！工事期間中は何かと皆様にご迷惑をおかけしまし

たが、２階も使用可能となりましたので、より多くの方にご利用いただくことができます。もっと皆さんに喜

んでいただける絵本館にしていこうと、スタッフ一同張り切っています！さて今月の絵本館だよりは・・・。 

『おつきさま こんばんは』 林明子：作 福音館書店 

 9月はやはり、お月さまの季節かな？猛暑の夏も 8月と違い、9月は夕方吹く風が、少し

涼しくなって、夕涼みには格別。夜空には美しいお月さまがぽっかりなんて、素敵ですね。

この作品のお月さまのように表情が、見えるような月が眺められたら、もっと素敵な秋の訪

れになるかもしれませんね。 

『つきのぼうや』 イブ・スパルグ・オルセン：作 福音館書店 

 夜空のお月さまは、池に写るお月さまが気になって仕方がありません。お月さまは月の坊やを呼んで、「地

上にいる月をここまで、連れて来てくれないか」と頼みました。お友達になりたくて・・・。月の坊やの大冒

険の始まり、始まり。月の坊やが地上に降りるのを上手く表現した本の形ですよ。家の本棚にはちょっと頭を

悩ませる形ですが。でも、絵本の形って本棚泣かせです。 

『おつきさん どうしたの』Ｅ・Ｍ・プレストン：文 バーバラ・クーニー：絵 岩波 

 お母さんがお出かけする時、子どもたちにちゃんとお留守番するようにと注意します。な

のに、いるんですよね、聞き分けのない子って。でも、そういう子にかぎって、知恵を働か

せるのが、とても上手だったりします。きつねさんより、知恵が働くなんてちょっと自慢し

ていいんじゃない？だまされたきつねさんの間の抜けた顔が、いつものずるがしこいきつね

の顔ではなくて、可愛く見えるのは私だけかなあ？？ 

『満月をまって』メアリー・リン・レイ：文 バーバラ・クーニー：絵 あすなろ書房 

 満月の日が来ると、お父さんは強くて、美しいかごを編んでハドソンの町に売りに行く。

でも、お父さんは僕のことをハドソンの町に連れて行ってくれない。9歳になって、やっと

連れて行ってもらえた町で、ぼくはとても嫌な思いをして、お父さんに反発心も抱きます。

でも、やがてお父さんの素敵なかご作りを継承していくことになります。クーニーの絵は地

味なのに、豪華な味わいを感じさせてくれる素敵な絵です。 

『たくさんのお月さま』ジェームズ・サーバー：文 ルイス・スロボトキン：絵 徳間 

 病気のレノア姫を喜ばせようとして、王様はレノア姫の好きなものを何でも与えると約束

します。ところが、レノア姫が望んだものは、なんとお月さま。大変な約束をしてしまった

王様を助けるのは、はたして誰でしょうか？ 
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